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■一般会計
教育、福祉、道路の修
復や拡張等、町政運営
の基本となる会計

■企業会計
松田町では上水道事業
会計のことで、利用料
金などの事業収益で運
営している会計

財政健全化法における指標財政健全化法における指標
－ 全ての指標で早期健全化基準を大きく下回りました －

財政健全化法と松田町

松田町の町債について

○財政健全化判断比率と
  　　公営企業の資金不足比率
○財政健全化判断比率と
  　　公営企業の資金不足比率
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○財政健全化判断比率と
　　公営企業の資金不足比率の対象について
○財政健全化判断比率と
　　公営企業の資金不足比率の対象について

一般会計の収支等が赤字の
場合に数値が計上されます
（赤字ではないため、該当し
ません）。

連結実質赤字比率
すべての会計の収支の合計
が赤字の場合に数値が計上
されます（赤字ではないた
め、該当しません）。

将来負担比率
松田町が将来負担すべき債
務を町の財政規模（一般会計
など）で除算し、比率で表し
たものです。

実質公債費比率

一般会計が負担する町債の
元利償還金の額により数値
が上がる比率です。
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88.5％ 81.1％
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財 政 再 生
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資金不足比率
上水道・簡易水道・下水道事業会
計の資金不足割合から経営状況
をみる比率です（資金不足は発生
していないため、該当しません）。
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早期健全化
財 政 再 生

20.0％
ー

　財政健全化とは、平成19年６月に制
定された財政健全化法に基づき、各
市町村がすべての会計（一般会計や国
民健康保険等の特別会計、上水道の
企業会計）の財政状況を把握し、自治体
の財政力を総合的に判断する制度で
す。この制度では、左表の健全化判
断比率から国の定める早期健全化基
準を超える場合には、財政健全化計
画を策定、再生判断比率（健全化判
断比率のうち「実質赤字比率」「連結実
質赤字比率」「実質公債費比率」の３つ）
のいずれかが国の定めた財政再生基
準を超える場合には財政再生計画を
定めなければなりません。財政状況
に応じた計画を定めることで、自治
体の破綻を早い段階で是正すること

を大きな目的としています。
　平成23年度における町の財政健全化
判断比率並びに資金不足比率につい
ては、前年度までと同様に判断比率
等を大きく下回る比率となりました。
　実質公債費比率については、過去
に借り入れた町債の償還金と新規に
借り入れる町債の均衡を考慮し、計
画的に借入を行った結果、前年度より
も0.5ポイント減の8.5％となりました。
　将来負担比率についても、町債の
計画的な償還を行っていることが町
の将来負担すべき債務を減らしたこ
とと、財政調整基金を積み立てたこ
とにより、前年度対比 7.4ポイントの
大幅な減となりました。

　役場などの公共施設の建設には、多くの資金
を必要とします。また、これらの施設は、建設後、
長期間にわたり町民のみなさんが利用できるも
のです。
　このようなことから、その年の町税などの歳
入だけではまかなうことが難しい比較的大きな
事業に対して、国や銀行などから借り入れる資
金が町債です。
　平成23年度における一般会計の町債として
は、交通安全施設等整備事業に645万円、動物
村施設整備事業に670万円、大寺地域集会施設
建設事業に620万円、中里地内道路整備事業に
2,100万円の借り入れをしました。また、この
ほかに、地方交付税の一部を補てんするための
臨時財政対策債２億8,550万円の借り入れを行
いました。

＊赤字となっていませんので国の表記の方法に従い
赤字でないという意味で「－」と表記しています。
なお、実質比率は6.92％、連結実質比率は19.15％
の黒字幅となっています。

　平成23年度における町債の残高合計は65億6,972万円でした。
この金額は松田町の住民１人当たりに換算しますと、１人当
たり約55万７千円（平成24年３月31日住民基本台帳人口11,787
人より）となります。

一般会計
37億5,823万円
一般会計

37億5,823万円

用地取得特別会計
5,160万円
用地取得特別会計
5,160万円

減税補てん債
2億5,455万円
減税補てん債
2億5,455万円

減収補てん債
1億円
減収補てん債
1億円

臨時税収補てん債
3,020万円
臨時税収補てん債
3,020万円

建設事業債
12億7,559万円
建設事業債
12億7,559万円

臨時財政対策債
20億9,789万円
臨時財政対策債
20億9,789万円

上水道事業会計
1億5,070万円
上水道事業会計
1億5,070万円
寄簡易水道事業特別会計
2億3,677万円
寄簡易水道事業特別会計
2億3,677万円下水道事業特別会計

23億7,242万円
下水道事業特別会計
23億7,242万円企業会計等 総計

27億5,989万円
企業会計等 総計
27億5,989万円

町債残高合計
65億6,972万円
町債残高合計
65億6,972万円


